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青空と緑と産業のまち昭和町

感動は心の扉をひらく
「ゆめ」をつくる陶芸教室

疋だいま大盛況の「陶芸教室」。陶芸窯2墓¥ろくろ20台¥小道具な

ど¥最新の優れた施設と用具で¥いつも30人を越す老若男女が出合い

を大切に¥土をねり「ゆめ」づくりに専念しています。

オランダ人のヨ-スト・フォフステンさんも¥たど疋どしい日本語

で語りかけながら楽しそうに毎回毎回出席して頑張っています。

なんといっても¥焼き上がつだ窯を開く瞬間が最大の山場です。

期待と不安が受錯し¥人を押しのけてのぞき込みます。

開けたとだん歓声です¥喜びです¥バンザイ/

土をねりあなだの「ゆめ」をつくってみませんか
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(町の人口)

男 6，531人(十 8)

女 6，230人(斗15)

計 12，761人(+23) 

世帯数 4，261戸(十10)

12 月 l ~現在。'c )内は前月比

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木ニ乙女椿
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酬
明
け
ま
レ
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

婦
か
レ
リ
平
成
四
年
の
新
春
を
迎
え
町
民
の
皆
様
方
に
は

益
々
ご
健
騰
の
こ
と
ど
に
よ
り
お
喜
び
中
レ
上
げ
ま
す
。

昭和町
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町』
昭
和
町
長

泉

幸

弘

さ
て
振
り
返
っ
て
平
成
三
年
は
、
海

外
に
お
い
て
は
湾
岸
戦
争
の
終
結
、
ソ

連
を
は
じ
め
と
す
る
東
欧
各
国
の
自
由

化
へ
の
移
行
、
国
内
で
は
証
券
業
界
の

不
祥
事
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る

経
済
の
変
動
、
県
内
に
あ
っ
て
は
知
事

選
を
は
じ
め
と
す
る
統
一
地
方
選
挙
等

内
外
と
も
に
大
き
な
変
動
の
年
で
あ
り

ま
し
た
。
又
町
に
お
い
て
は
町
制
施
行

二
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で

も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
平
成
四
年
の

新
し
い
年
を
迎
え
二
十
周
年
の
節
目
を

新
ら
た
な
出
発
点
と
し
て
更
に
飛
躍
す

る
第
一
歩
の
年
と
考
え
て
町
政
の
よ
り

一
層
の
推
進
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

き
て
今
日
、
昭
和
町
を
は
じ
め
県
下

の
市
町
村
は

二
十
一
世
紀
の
新
し
い

時
代
、
即
ち
国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢

化
、
高
速
交
通
化
等
多
種
多
様
な
時
代

に
対
応
す
る
た
め
の
各
種
の
基
盤
づ
く

り
を
行
な
い
、
住
民
の
す
べ
て
の
人
達
が

幸
福
な
日
常
生
活
が
出
来
る
様
懸
命
の

努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

は
昨
年
迄
続
い
た
好
景
気
時
代
も
過
ぎ

去
り
社
会
経
済
は
大
変
厳
し
い
事
が
予

と
す
る
本
町
財
政
基
盤
も
こ
の
余
波
を
活
動
等
す
べ
て
の
分
野
に
目
を
向
け
、
大

受
け
厳
し
い
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
き
な
事
か
ら
小
さ
な
と
こ
ろ
迄

U
を
配

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
社
会
経
済
動
向
を
り
、
町
民
の
人
達
が
安
心
し
て
幸
福
な

充
分
見
極
め
な
が
ら
引
続
き
各
種
の
施
楽
し
い
生
活
が
出
来
る
町
づ
く
り
を
目

策
と
事
業
を
効
果
的
に
実
行
し
て
ゆ
く
ざ
し
て
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
町
民
の
す
。
そ
れ
に
は
私
を
は
じ
め
全
職
員
が

健
康
づ
く
り
と
社
会
体
育
の
推
進
と
併

一
致
し
て
こ
の
仕
事
に
あ
た
る
こ
と
は

せ
て
町
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
昨
勿
論
で
す
が
、
町
議
会
を
は
じ
め
関
係

年
着
手
し
た
町
立
温
水
プ

l
ル
及
び
卜
団
体
や
多
く
の
人
達
の
ご
理
解
と
ご
協

レ

l
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
完
成
、
生
徒
数
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
実
行
出
来
ま

の
増
加
に
対
応
す
る
為
の
押
原
中
学
校
せ
ん
。
ど
う
か
本
年
も
、
昨
年
よ
り
以
上
の

増
築
等
大
き
な
事
業
実
施
を
予
定
し
て
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
豊
か

お
る
外
、
市
街
化
区
域
内
の
区
画
整
理
の
で
平
和
な
町
づ
く
り
の
為
努
力
し
て
参

推
進
を
は
じ
め
町
内
主
要
幹
線
道
路
の
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

整
備
を
行
な
い
地
域
環
境
づ
く
り
の
推
げ
る
と
共
に
、
年
頭
に
あ
た
り
皆
様
方
の

進
を
行
う
外
、
高
齢
化
を
向
か
え
て
の
福
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申

祉
行
政
の

一
層
の
充
実
を
は
じ
め
保
健
衛
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
o

j

j

j
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今年は申年
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と
お
し
り
の
赤
い
、
お

昼

な
じ
み
の
サ
ル
で
す
。

、

二
ホ
ン
ザ
ル
の
南
限
は

鹿
児
島
県
の
屋
久
島
、

北
限
は
青
森
県
の
北
錨

，

の
下
北
半
島
で
す
。
沖

mf
縄
と
北
海
道
に
は
い
ま

、
せ
ん
。

.

二
ホ
ン
ザ
ル
は
¥
昔

か
ら
日
本
人
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
だ
。
昔
話
は
も
ち
ろ
ん

で
す
、
ガ
¥
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
も

登
場
し
、
道
案
内
を
す
る
サ
ル
タ
ヒ

コ
ノ
力
ミ
は
、
サ
ん
で
あ
る
と
も
い

わ
れ
、
い
ま
で
は
道
祖
神
と
し
て
ま

…

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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21世紀に向けて

『飛躍する

昭
和
町
議
会
議
長

家田

田

健

I日
JLJ 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
、
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
に
は
御
健
勝
に
て
よ
い
年

を
お
迎
え
の
、
』
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
昨
年
四
月
の
統

一
地
方
選
拳
に

お
い
て
、
町
民
の
皆
様
方
の
暖
か
い
御

理
解
と
信
頼
を
い
た
だ
き
、
無
投
票
当

選
と
い
う
栄
誉
あ
る
結
果
と
な
り
、
新

し
い
体
制
の
中
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
重
に
皆
様

方
の
ご
支
援
と
ご
厚
情
の
賜
と
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
内
外
を
問
わ
ず
、
政
治
、
経

済
と
も
に
変
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

湾
岸
戦
争
、
ソ
連
の
ク
ー
デ
タ
ー
、
バ

ブ
ル
経
済
の
崩
壊
等
々
、
本
町
に
お
い

て
は
、
町
制
二
十
周
年
の
節
目
の
年
に

当
た
り
、
健
康
で
心
豊
か
な
住
み
よ
い

町
づ
く
り
の
理
念
に
燃
え
た
泉
町
政
の

も
と
、
町
制
二
十
周
年
記
念
事
業
で
あ

る
N
H
K
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
を
は

じ
め
第
三
回
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
も

大
成
功
の
う
ち
に
終
わ
り
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
ふ
れ
あ
い
の
併
を
な
お

一
層
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
昨
年
十

一

月
に
は
、
町
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
町

立
温
水
プ
ー
ル
・
常
永
地
区
児
童
館
並

び
に
公
園
建
設
に
着
手
す
る
な
ど
、

二

十

一
世
紀
に
向
け
て
の
基
盤
固
め
が
着

実
に
行
わ
れ
て
き
た
、
』
と
は
御
承
知
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、

本
町
が
一
段
と
躍
進
す
る
こ
と
を
町
民

の
一
人
と
し
て
強
く
切
望
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
現
在
の
社
会
経

済
情
勢
は
、

二
十
一

世
紀
を
目
前
に
控

え
、
国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
が
急

速
に
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
に
当
た
り
、
本
町
に
お
い
て
も

克
服
す
べ
き
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
行
政
需
要
は
、
そ
の
量
、
質
と
も

ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
す
る
な
ど
誠
に

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
今
後
さ
ら
に
創
意
工
夫

を
重
ね
、
町
民
の
皆
様
方
の
御
期
待
に

応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
相
変
ら
ぬ
御
支
援

・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
町
教
育
委
員
長

山

主口

口

新
し
い
年
の
朝
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
国
際
社
会
が
急
速
に
変
革
す

る
中
で
、
国
内
で
は
バ
ブ
ル
経
済
が
崩

壊
し
様
々
な
問
題
を
残
し
な
が
ら
、
景

気
の
低
迷
に
よ
る
経
済
の
底
冷
え
が
懸

念
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
当
面
の
教
育
課
題
に
、

学
校
五
日
制
導
入
と
生
涯
学
習
推
進
の

環
境
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。

学
校
五
日
制
導
入
に
つ
い
て
は
、
目

下
文
部
省
が
検
討
中
で
近
く
結
論
が
出

さ
れ
ま
す
。
導
入
の
背
景
に
は
、
週
休

一
一
日
制
な
ど
「
ゆ
と
り
」
が
求
め
ら
れ

て
い
る
時
代
の
す
う
勢
の
中
で
、
親
子

の
ふ
れ
合
い
の
時
間
や
、
子
ど
も
の
自

由
時
聞
を
増
や
し
た
い
と
い
う
願
望
が

そ
の
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
勿
論
こ
れ
に

は
賛
否
両
論
あ
っ
て
、
子
ど
も
の
立
場

を
考
え
た
場
合
多
く
の
解
決
す
べ
き
問

題
が
あ
り
ま
す
。
要
は
親
子
が
共
に
時

聞
を
過
せ
る
家
庭
の
受
け
皿
が
必
要
で

あ
り
、
学
校
か
ら
解
放
さ
れ
た
子
ど
も

を
地
域
で
ど
う
受
け
と
め
る
か
地
域
の

環
境
づ
く
り
も
大
切
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

今
か
ら
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
全
体
で

大
い
に
論
議
し
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
す
。

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
ご
承

知
の
よ
う
に
、
高
齢
化
、
情
報
化
、
国

際
化
な
ど
早
い
テ
ン
ポ
で
進
む
時
代
の

中
で
、

一
人

一
人
が
充
実
し
た
生
き
が

い
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
幅
広
く
学
習
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
本
町
で
は
昨
年
二
回
、

各
種
団
体
の
方
々
に
お
集
り
願
い
熱
心

な
ご
討
議
を
項
き
意
見
集
約
を
得
ま
し

た
。
本
年
は
生
涯
学
習
推
進
の
体
制
づ

く
り
、
だ
れ
も
が
学
習
メ
ニ
ュ
ー
や
機

会
を
選
択
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
町
ぐ
る
み
で
進
め
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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町
民
の
み
な
さ
ん
待
望
の
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
を
併
設
し
た
温
水
プ

l
ル

と
、
押
原
、
西
条
児
童
館
に
続
い
て
町

内
で
三
番
目
と
な
る
常
永
児
童
館
の
建

設
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

温
水
プ

l
ル
は
、
町
総
合
会
館
の
東

隣
り
に
、
常
永
児
童
館
は
河
西
の
第
三

小
学
校
建
設
予
定
地
の
北
側
に
建
設
さ

れ
る
予
定
で
す
。
昨
年
十

一
月
十
六
日
に

は
常
永
児
童
館
、
十
一
月
二
十
二
日
に
は

温
水
プ
ー
ル
の
起
工
式
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

に
は
町
の
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
百
名
が

出
席
。
神
事
を
行
い
、
工
事
の
無
事
を

祈
り
ま
し
た
。

温
水
プ

l
ル
は
十
月
末
、
常
永
児
童

館
は
三
月
末
に
完
成
の
予
定
で
す
。

郷
土
を
学
び
充
実
し
た
生
き
が
い
を

温水プール完成予想図

老
人
大
学
院

研
修
生
輿
石
さ
だ
代

学
長
井
口
博
先
生
の
も
と
、
込
山
保

種
部
長
、
運
営
を
司
ど
る

一
瀬
先
生
を

は
じ
め
部
員
六
十
名
の
郷
土
研
究
部
で

は
、
講
師
に
山
日
文
化
学
園
専
務
理
事

の
山
口
国
光
先
生
を
招
き
、
一
隔
月
に
屋

外
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は
、

武
田
神
社
及
び
恵
林
寺
、
積
翠
寺
方
面

を
研
修
し
ま
し
た
。

昨
年
は
五
月
三
十
日
に
、
小
室
山
妙

法
寺
と
富
士
川
舟
運
の
跡
を
見
学
し
ま

し
た
。
そ
の
昔
、
駿
河
と
甲
斐
を
結
ぶ

商
い
の
道
富
士
川
の
水
域
は
、
現
在
の

安全を祈願して(温水ブール)

温 水プール 常永児童館

場 所 町総合会館東隣り 第三小学校建設予定地北側

床面積
鉄筋コンクリ トE階建て 鉄筋コンクリ 卜平屋建て

巳136平方メートル 258平方メートル

l階 メイン・幼児プール 遊戯室・図書室・集会室

施 号E凡又d 己階 トレー二ンクルーム 事務室など

ホール・サウナなど

総;工費 日億880万2千円 5.日34万l千円

完成予定 平成4年 10月末 平成4年3月末

常求児童館 完成予想図

郷
土
研
究
部

約
三
・
五
倍
あ
り
、
行
き
交
う
舟
も
八

百
隻
。
船
頭
さ
ん
は
高
い
給
金
で
羽
振

り
も
よ
く
、
鰍
沢
の
町
は
大
変
賑
わ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
鉄
道
が
敷
か

れ
水
上
か
ら
陸
上
の
輸
送
に
変
っ
た
こ

と
な
ど
、
昔
を
偲
ぶ
碑
と
番
所
の
跡
で
、

山
口
先
生
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
り

ま
し
た
。

七
月
三
十
一
日
に
は
、
韮
崎
の
願
成

寺
、
武
田
八
幡
神
社
、
光
明
寺
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。
武
田
家
の
氏
神
で
あ

っ
た
八
幡
神
社
は
、
武
田
信
玄
公
が
再

建
し
た
本
殿
で
、
現
在
で
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
府

城
落
城
の
折
、
勝
頼
公
婦
人
が
切
々
た

る
思
い
を
こ
め
て
書
い
た
祈
願
文
が
そ

の
ま
ま
碑
に
な
り
、
そ
の
流
れ
る
よ
う

な
美
し
い
筆
跡
と
十
九
才
の
夫
人
の
心

情
に
、
甲
斐
人
な
れ
ば
涙
誘
わ
れ
る
思

い
で
し
た
。

④ 平成4.1.1

A.みんな揃つての屋外研修は部員の楽しみです。

広報しようわ

A.山口先生の熱心な説明仁聞き入る部員

十
月
二
日
の
研
修
で
は
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
身
延
町
大

野
山
本
遠
寺
を
学
び
ま
し
た
。
葵
の
御

紋
付
き
の
お
万
の
方
の
墓
塔
に
お
参
り

し
、
そ
の
人
柄
を
偲
び
ま
し
た
。
お
万

の
方
は
、
身
延
七
面
山
詣
の
女
人
禁
制

を
解
き
、
女
人
踏
み
分
け
の
祖
と
い
う

偉
大
な
人
物
で
す
。
ま
た
、
お
万
の
方

は
、
時
の
天
下
人
徳
川
家
康
の
側
室
と

し
て
家
康
に
こ
よ
な
て
愛
さ
れ
た
人
で
、

徳
川
御
三
家
の
紀
伊
家
、
水
戸
家
の
城

主
の
母
で
も
あ
り
、
徳
川
光
困
公
(
水

戸
黄
門
)
の
祖
母
に
あ
た
る
人
で
す
。

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
郷
土
の

歴
史
を
学
び
、
そ
の
都
度
詳
細
な
説
明

を
し
て
く
だ
さ
る
山
口
先
生
と
、
資
料

集
め
に
奔
走
し
て
く
だ
さ
る
一
瀬
先
生

に
感
謝
し
つ
つ
、
部
員

一
同
ま
た
次
の

研
修
に
思
い
を
馳
せ
て
お
り
ま
す
。

本
の
実
池
唯
つ
昼
を
灯
レ
て
久
古



県
政
功
績
者
表
彰

〈
教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
〉

昭
和
五
年
に
押
原
尋
常
高
等
小
学
校

に
入
学
し
た
武
田
氏
は
、
小
学
校
の
校

長
を
最
後
に
退
職
。
そ
の
後
山
梨
教
育

推
進
会
議
会
長
、
文
部
省
学
習
指
導
要

領
・
向
指
導
書
作
成
委
員
を
歴
任
す
る

と
と
も
に
、
現
在
で
は
、
県
家
庭
教
育 武

田

女子

文
氏
(
上
河
東
)

推
進
事
業
企
画
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、

百
三
年
の
歴
史
あ
る
社
団
法

人
太
平
洋
美
術
会
の
会
員
と
し
て
三
十

八
年
、
そ
の
後
理
事
を
経
て
現
在
は
副

会
長
及
び
山
梨
県
支
部
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
、
全
国
環
境
保

全
美
術
委
員
会
顧
問
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
年
賀
状
山
梨
版
の
原
画
作
成

を
委
嘱
さ
れ
、
「
朝
の
富
士
」
を
画
く
な

ど
、
数
々
の
優
れ
た
実
績
を
積
み
重
ね

ら
れ
、
教
育
文
化
の
推
進
と
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
保
験
貯
長
官
表
彰

〈
国
民
年
金
制
度
の
推
進
に
尽
力
〉

昭
和
町
婦
人
会

企表彰状を手にする松岡会長

昭
和
町
婦
人
会
で
は
、
国
民
年
金
制

度
発
足
以
来
、
今
日
ま
で
加
入
の
促

進
、
広
報
活
動
、
保
険
料
の
徴
収
な
ど

に
尽
力
さ
れ
、
国
民
年
金
制
度
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

去
る
十
月
八
日
、
国
民
年
金
保
養
セ
ン

タ
ー
「
か
す
が
い
」
に
お
い
て
、
国
民

年
金
協
力
組
織
と
し
て
、
社
会
保
険
庁

長
官
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

212名が大人の仲間入り
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橋

本

美
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・
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河
東
ニ
区

直
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・
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平成4.1.1広報しょうわ⑤ 



「
女
性

ωつ
ば
さ
」
訪
欧
記
⑨

現
代
教
育
の
中
に
生
き
づ
く

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
愛
の
教
育
理
念

て

鷹
野
高
子

(
飯
喰
)

山
梨
県
女
性
の
つ
ば
さ
の
一
員
と
し
て
、
昨
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
十

一
月
二
日
ま
で
の
十
二
日
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
訪
問
し
て
こ
ら
れ
だ

鷹
野
高
子
さ
ん
巳
、
そ
の
模
様
を
二
固
に
わ
だ
り
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
だ
だ

き
ま
す
。

て¥ ててて「
一

第
七
回
女
性
の
つ
ば
さ
二
十
名
の

一

二

員
と
し
て
、
先
進
国
の
女
性
の
地
位
、

て
一
文
化
、
福
祉
の
状
況
を
学
び
、
現
地
女

一
一
性
と
の
交
流
、
交
歓
を
行
う
こ
と
に
よ

一¥
一
り
、
国
際
的
視
野
を
広
め
国
際
親
善
を

二

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
、

二

ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

三

研
修
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
出
発
前

二

の
事
前
研
修
に
お
い
て
、
第
一
班
は
教

一¥
一
育
・
社
会
参
加
、
第
二
班
は
労
働
、
第

二

三
班
は
福
祉
と
三
つ

の
班
に
分
か
れ
、

ご

第

一
班
に
属
し
た
私
は
、
教
育
面
、
成

て
一
人
学
校
な
ど
に
つ
い
て
研
修
し
よ
う
と

一
思
い
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
成
人
学

¥
一
校
、
障
害
福
祉
施
設
、
日
本
企
業
も
四

十
三
社
投
資
し
て
い
る
ピ
ジ
、
不
ス
基
地

ミ
ル
ト
ン
キ

l
ン
ズ
な
ど
を
視
察
。
ま

た
女
性
議
員
と
の
意
見
交
換
も
行
な
い

ま
し
た
。
ス
イ
ス
で
は
哲
学
者
ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ
記
念
館
と
孤
児
達
が
生
活
し
て

い
る
村
を
見
学
。
ジ

ユ、不

l
ブ
。
て
は
、

国
際
婦
人
同
盟
と
交
流
。
そ
し
て
フ
ラ

ン
ス
語
圏
で
牧
歌
的
な
風
景
の
パ
イ
エ

レ
ヌ
地
方
に
お
い
て
二
泊
三
日
の
ホ
ー

ス
テ
イ
。
こ
こ
で
は
言
葉
が
通
じ
ず
団

d

司
女
性
の
議
会
議
長
さ
ん
ご
夫
婦
と

-
緒
に

.ホームステイ先では八ッピをプレゼント

員
一
人
ひ
と
り
が
体
当
り
の
演
技
で
何

と
か
通
じ
て
欲
し
い
と
努
力
を
し
た
事

も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は

ゼ

l
バ
ッ
ハ
と
パ

l
デ
ン
バ
ー
デ
ン
の

村
お
こ
し
の
様
子
を
視
察
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
見
聞
き
し
た

多
く
の
研
修
の
中
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
成

人
学
校
と
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
教
育
理
念

が
現
代
教
育
の
中
に
今
も
生
き
づ
い
て

い
る
様
子
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す。
十
年
前
サ
ッ
チ
ャ
!
首
相
の
も
と
に

教
育
制
度
が
著
し
く
変
化
し
、
子
供
の

学
校
を
親
が
選
択
す
る
様
に
な
っ
て
き

た
と
同
時
に
、
今
迄
県
の
役
所
の
担
当

だ
っ
た
教
育
が
そ
こ
か
ら
離
れ
て
独
自

な
経
営
を
や
り
始
め
て
い
る
(
運
営
費

用
は
出
す
が
口
は
出
さ
な
い
)
と
の
話

押
原
保
育
園
で
は
、
お
年
寄
り
と
園

児
と
の
交
流
を
よ
り

一
層
深
め
よ
う
と
、

昨
年
の
十
一
月
十
四
日
、
「
ふ
れ
あ
い
広

場
」
と
題
し
た
交
流
会
を
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
押
原
地
区
の
お
年
寄
り

三
十
名
が
園
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
に

ほ
う
と
う
づ
く
り
を
披
露
。
粉
を
練
っ

て
作
ら
れ
た
ほ
う
と
う
が
、
大
き
く
、
の

さ
れ
た
後
包
丁
で
切
ら
れ
た
時
に
は
、

を
お
聞
き
し
、
私
立
の
モ
!
リ

l
カ
レ
ッ

ジ
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
の
方
針
は

す
べ
て
の
人
に
平
等
な
機
会
を
与
え
る

事
に
あ
り
、
山
梨
の
成
人
学
級
と
は
少

し
違
い
、
中
途
退
学
者
及
び
大
学
進
学

の
為
の
準
備
の
場
と
成
人
教
育
が
あ
り

ま
す
。
成
人
教
育
に
は
趣
味
的
な
も
の

(
有
料
)
と
職
業
訓
練
的
な
も
の
(
無
料

で
固
と
県
が
負
担
)
が
あ
り
、
年
令
、
人

種
を
問
わ
ず
年
金
受
給
者
や
失
業
保
険

を
受
け
な
が
ら
も
学
校
に
行
け
ま
す
。

そ
し
て
再
就
職
の
為
の
訓
練
の
場
で
も

あ
り
、
専
門
家
の
指
導
に
よ
る
芸
術
教

育
な
ど
が
生
涯
教
育
と
し
て
体
系
づ
け

ら
れ
て
い
る
事
に
は
大
い
に
興
味
を
感

じ
ま
し
た
。

以
上
イ
ギ
リ
ス
成
人
学
校
に
つ
い
て

⑥ 平成4.1.1
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hg
ち

な
品

あ

晴

、
4
A
U

一区

お

ぶ

り
閉
ま

山県
い一

つ

晶一

や

為

一

企

子
ど
も
た
ち
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
ほ
う
と
う
が
煮
え
る
ま
で

は
、
火
災
予
防
週
間
に
ち
な
ん
て
役
場

ま
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
そ
の
後

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ぬ

く
も
り
が
伝
わ
る
あ
っ
た
か
い
ほ
う
と

う
を
み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

広報しようわ

の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。
次
回
は
ペ
ス
タ
ロ

ッ
チ
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
く
愛
の

教
育
や
、
教
師
の
為
の
再
教
育
な
ど
の
活

動
が
、
幅
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
様
子
を

報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

.イギリスの成人学校で研修



⑨
⑬
①
⑧
こ
ち
ら
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

各
地
区
ヘ

有
価
物
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

町
の
現
在
の
可
燃
ご
み
の
量
は
、
月

平
均
約
百
四
十
ト
ン
で
す
。
こ
れ
に
か

か
る
処
理
費
は

一
ト
ン
当
り
約
二
万
円

に
な
り
ま
す
。

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
「
資
源
ご
み
回

収
協
力
の
家
」
二
百
四
十
戸
の
み
な
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
月
平
均
一
・
五
ト

ン
の
有
価
物
を
回
収
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
回
収
日
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
有
価
物
が
出
し
に
く
い
」
な
ど
の
意

見
が
多
か
っ
た
た
め
、
今
回
、
二
十
四

時
間
い
つ
で
も
持
ち
込
み
が
で
き
る
、

有
価
物
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
各
地
区
に
設

置
し
ま
し
た
。

⑫ 

赤
い
屋
根
ガ
目
印

こ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
各
地
区
の

公
会
堂
な
ど
の
近
く
に
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。
大
き
さ
は
幅
約
二
・
五
メ
ー
ト

ル
、
奥
行
き
約
一
・
三
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
約
二
メ
ー
ト
ル
の
ス
チ
ー
ル
製
の
物

置
で
す
。
赤
い
屋
根
が
目
印
と
な
っ

τ

い
ま
す
。
扉
に
鍵
は
か
か
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
二
十
四
時
間
い
っ
て
も
有
価

物
を
持
ち
込
む
'
』
と
が
で
き
ま
す
。

回
収
は
紙
類
ガ
中
山

こ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
持
ち
込
め
る

も
の
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
で
紙
類
が
中
心
と
な

り
ま
す
。
管
理
は
、
各
地
区
の
環
境
指

導
員
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
、
ボ

ッ
ク
ス
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
指
導

員
が
町
に
連
絡
し
、
町
が
回
収
し
、
民

間
業
者
に
引
き
渡
し
ま
す
。
回
収
で
得

た
収
益
金
は
、
本
年
度
は
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

町
民
の
み
な
さ
ん
の
聞
に
、
有
価
物

回
収
の
意
識
が
浸
透
し
、
有
価
物
を
回

収
す
る
こ
と
に
よ
り
一
般
ゴ
ミ
の
量
が

減
り
、
ご
み
処
理
費
が
減
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
二
十
四
時
間
利
用
で
き

る
と
い
う
便
利
さ
の
反
面
、
管
理
な
ど
難

し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
次
の
方
々
か
ら
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
温
か
い
善
意
(
寄
付
)

を
賜
わ
り
ま
し
た
。
紙
上
を
も
っ
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

-
サ
ン
電
子
側
(
築
地
新
居
)

会
社
創
立
祝
い
と
し
て

.
く
る
ま
屋
ラ
ー
メ
ン
甲
府
昭
和
庖

(
飯
喰
)
開
庖
記
念
セ

l
ル
よ
り

・
東
部
農
協
昭
和
支
所
(
押
越
)

農
協
ま
つ
り
売
上
げ
よ
り

・
河
田
妙
子
様
(
築
地
新
居
)

福
祉
講
話
謝
礼
よ
り

・
斉
藤
一
様
(
西
条
ニ
区
)

金
婚
祝
い
と
し
て

・
諏
訪
田
静
様
(
西
条
二
区
)

国
保
税
還
元
金
よ
り

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
グ
ル
ー
プ

(
く
わ
の
実
会
、
ふ
た
ば
会
、
ほ
た
る

会
、
ょ
っ
ば
会
、
わ
ら
細
工
の
会
)

町
ふ
れ
あ
い
祭
り
売
上
げ
よ
り

・
泉
昌
夫
様
(
紙
漉
阿
原
)

温
泉
朝
市
売
上
げ
よ
り

・
清
水
行
広
様
(
河
西
)

温
泉
朝
市
売
上
げ
よ
り

・
保
坂
一
衛
様
(
清
水
新
居
)

亡
母
堂
葬
儀
香
典
よ
り

.
清
水
新
居
区

区
ふ
る
さ
と
祭
り
売
上
げ
よ
り

.
押
原
小
児
童
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
収
益
金
よ
り

.
町
婦
人
会

町
ふ
れ
あ
い
祭
り
売
上
げ
よ
り

…
町
立
図
書
館
か
ら

一

…
今
月
の

一
お
す
す
め

一

一

作口∞

一

h-
、14
A
Arsurr
a
-
-
h
t
，

e

i

，
 

m

、、
hv
、1I
l
i
a
q
f
p
u
vぷ古
川
連
前
3

4

F

、当

戸

'

一

(
?
〉
茶
器
〉
/

【
一
般
図
書
一
】

.

0
エ
ン
ピ
ツ
絵
描
き
の
一
人
旅

安

西

水

丸

新

潮

社

一

o
幻
夏
祭

一

一

皆
川
博
子
読
売
新
聞
社

一

一

o
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

一

木
村
恵
子
角
川
書
届

一

一

o
崩
れ

一

幸

田

文

講

談

社

一
o
蜘
妹
の
巣

…

ヨ
ー
ゼ
フ
・
口
!
ト
白
水
社

一

{
児
童
図
書
}

一

o
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
戦
争

一

…

口
パ
ー
ト

-
K・
ス
ミ
ス

一

文
研
出
版

一

…

o
い
じ
め
っ
こ
が
な
い
た

一

一

清
水
達
也
小
峰
書
庖

一
o
チ
ャ
!
リ

i
と
鯖
ネ
コ

矢
崎
藍
筑
摩
書
一
房

…

o
森
ヘ
帰
ろ
う

一

岩一
淵
龍
王
丸
金
の
星
社

一

一

o
ま
じ
よ
と
タ
イ
ム
マ
シ
ン

一

な
か
え
よ
し
を
金
の
墨
社

平成4.卜|広報しようわ⑦ 



全国スボレワ祭
ヴ弓ウふドコルワ

見事f全国第一位
石原和義さん(河東中島)

合
月
は
、
昨
年
十
一
月
に
熊
本
県
で

開
催
さ
れ
た
第
四
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
競
技
に
、
山
梨
県
代
表
選
手
と
し

て
出
場
し
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
納
め

た
石
原
和
義
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
は
こ
の
競
技
に
全
国
か
ら
四
百

八
十
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
石

原
さ
ん
は
、
郡
、
県
の
予
選
会
を
経
て
、

山
梨
県
代
表
選
手
と
し
て
こ
の
ス
ポ
レ

ク
に
参
加
。
一
日
目
は
見
事
第
一
位
、

E
Z
一一
日
目
も
第
九
位
と
す
ば
ら
し
い
成
績

町

d
n圃
を
納
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
イ
ン

戸
辺
国
ワ
ン
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

内
J
圃
石
原
さ
ん
は
、
「
こ
の
大
会
で
は
、
技

γι
・
を
競
う
こ
と
よ
り
も
親
睦
を
深
め
る
こ

向
。
.
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
札
、
や
は
り
第

，
白
一
位
は
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
全
国
の
方

，F圃
々
と
交
流
が
深
め
ら
れ
、
更
に
こ
ん
な

--a賞
を
戴
い
て
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
U

『
，
吾
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
開
会

A
目
、
式
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
感
激
し
、
目
に
涙

圃
が
に
じ
み
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
た
ん

・
だ
か
ら
も
う
い
い
。
あ
と
は
無
心
に
プ

.今回の第一位も仲間の応援のおかげと

話す石原さん。

レ
l
し
よ
う
。
こ
の
気
持
と
不
断
の
練

習
が
勝
利
の
女
神
に
結
び
付
い
た
の
で

は
」
と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

石
原
さ
ん
は
、
地
元
河
東
中
島
の
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
み
な
さ
ん

と

一
緒
に
、
毎
週
水
・
土
・
日
の
早

朝
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
電
話
の
ベ
ル

を
合
図
に
集
合
。
男
女
約
二
十
名
が
寒
さ

を
も
の
と
も
せ
ず
元
気
に
プ
レ
ー
し
て

い
ま
す
。
河
東
中
島
の
愛
好
会
が
主
体
の

昭
和
町
チ

l
ム
は
、
県
大
会
を
三
連
覇

し
ま
し
た
。
昨
年
は
惜
し
く
も
準
優
勝

で
し
た
が
、

石
原
さ
ん
は
常
に
上
位
を

キ
l
プ、

チ
ー
ム
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

「グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
手
軽
に
誰

に
で
も
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
生

涯
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
、
ま
た

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
よ
り
多
く

の
方
に
も
っ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
U

と
話
し
て
く

れ
た
石
原
さ
ん
。
今
回
の
ス
ポ
レ
ク
の

会
場
地
、
南
阿
蘇
の
高
森
町
あ
げ
て
の

温
か
い
歓
迎
と
、
素
朴
な
人
情
が
今
も

心
に
残

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

6~伝いー づくD料理

大葉5枚

-材料 (4人分)

ご飯4杯分生イ力4杯生貝ひも半パック

ニンニク2かけ酒大さじ3 醤油大さじ己

オイル大さじE 揚げ油楊子4本片栗粉少々

-作り方

①イ力は内臓と足を抜き、竹ぐしで全体に穴をあけます。

②貝ひもはきれいに洗い、小口切りにして水気を取り、調昧料と

緒に汁が少し残る位に煮ます。火を止める手前で、すりおろ

したニンニクをからめて昧を整えます。

③②にご飯と大葉の細く切ったものを、軽く混ぜ合せます。

@イ力の中に八分自の具を詰めて、楊子で口をとめます。

⑤片栗粉をつけて(油がはねないよう)揚げます。

⑤揚げ油を中温で熱し、中昧が出来ているので、イ力の色が変った

ら取り出して、 1.5cm位の輪切りにして皿に盛り付けます。

イ
カ
の
貝
ひ
も
ラ
イ
ス
詰
め

栄養改善推進員

松崎ヌフヤ子さん (西条新田)

lちょっと一言 | 

大皿に盛り付けて、まわりをフ

ノレーツや野菜で飾れば、大勢の

お客様の時にも最適です。

益時何 ;車種 老夫 ~IJ 宰i主 士 底 紅踊 鋭 A色 集犠 事初 吾え 4昆用 手管 黄越 夜骨

子娩念、
れ入 はを

荷帝国
え J令

掌美子リ
きの t主月 品、 3手、 身よ 押滞 元議 を道 中に --ゐオl え士 のえ 同点 のか *の をり レの にの こを のあ

この吾 'IfJ Qヲ 皐く 街ホ
骨壷 朝の レヒ をき 寺人 かま いは 行ゴ 見通 ぽ降 掌わ

肌に 通済 やレ のテ き ¥l

制ばき:;描良骨
にの ニだ ヒ本 入持 レ.) 書き

あも にめ に助 夜ル に I?- 久ふ 我訪 重見 ふら 道を るで って き冬

うた娩 堆 ば 我け のの
そつ 子吾

城-s の才l まぬ 今へ はつ 供見 つゆ 害の
たけ

撞肥すこ 皐年手順法

にく 建案 越の て図 えな J~ 頻 日ね 強め 求ゐ 海け き揚
きる 泉オ1 きゅ ピは え暴 身え 跡き たに のは前 霜た の検 辺ば 柊肘 ほ花認 念も、 てい 見 まマ ぬ子 入く 室 母、思 こヒ 手し 日査 まるつ リレ

居ゐ 下 きア を オl産 や ¥l の d 母 iご員 で蕗ゎ た i益

うにレ りt家 司土 おラ 購申 り敷内 は 頃き 五事 の 生の りが

触れ め ヒ レ り l ひ 全土 ー ゆ花 な

れぬ 3暴 を て つ tl 

短歌
みと ら

ゐ
拡 来 ム i名 ム .. 磯 今 ほ 渡 内 高 河 伊

!司 思 i- 村 下 る 都 津 坂 辺 藤 野 ω j. 

J子主4幸
~ J. 主

子満
長

子希
久 だ

ば与 五
噸子 子脅

く く
母子

艮 --寅 雄 代 枝 次 代 江

③ 平成4.卜|広報しようわ
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かずき

沢登一貴くん
・H2.1. 17生(築地新居)

・(父)真一・(白)純子

まみ

山口真美ちゃん
・H2.3. 4生(紙漉阿原)

・(父)和良・(宙)玲子

か な

石原華奈ちゃん
・H2.12. 17生(紙漉阿原)

・(父)浩一・(田)博江

親から一言~我家の戸イドル一貴は、とても

お父さん子で甘えん坊さん。思いやりの山を

持って、みんなから愛される子になって欲し

いと願っています。

親から一言~髪ガ短いせいか、よく男の子に

間違われます。素直でJ~\の美しい子に育って

欲しいと思います。

親から一言~人一倍泣き虫で甘えん坊な華奈

ちゃんは、いろんな芸をして皆を楽しませて

くれます。いつも明るく素直で誰からも愛さ

る子でいてくださいね。

医直面|メi宅
「看護の日」 ω

制定について
山梨医科大学医学部附属病院

看護部長

谷

ヲ貨

今
年
度
は
、
看
護
す
る
者
に
と
っ
て

最
も
記
念
す
べ
き
「
看
護
の
日
」
が
制

定
さ
れ
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
代
看
護
の
創
始
者
で
あ

る
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
生
涯
を
-記
念
し
、
五
月
十
二
日
を
そ

の
日
と
し
て
設
け
ま
し
た
。

そ
の
日
、
中
央
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

皇
后
陛
下
の
臨
席
を
賜
わ
り
、
盛
大
に

祝
賀
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
山
梨

県
で
は
、
何
年
も
前
か
ら
や
は
り
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕
記
念
の

一
貫
と
し
て

「一

日
看
護
婦
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
県
下
の
看
護
を
志
す
高

校
生
を
対
象
に
行
な
わ
れ
、
山
梨
医
大

に
お
い
て
も
毎
年
二

O
名
j
三

O
名
の

高
校
生
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
参
加

し
た
高
校
生
か
ら
は
「
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
」「
将
来
看
護
婦
に
な
り
た
い

」

と
か
っ
家
に
居
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大

切
に
し
よ
う
と
思
っ
た
」
な
ど
の
意
見

が
聞
か
れ
て
お
り
ま
す
。

又
東
京
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織 子

が
生
ま
れ
病
院
な
ど
で
実
際
に
活
動
が

行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。祝

賀
典
で
行
な
わ
れ
た

パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
、
評
論
家
の
柳
田
邦

男
氏
は
、
「
看
護
の
心
が
す
べ
て
の
人
の

意
識
の
中
に
根
づ
い
た
と
き
、
日
本
は

豊
か
に
な
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

高
令
化
が
進
み
、
確
実
に
若
い
人
が

少
な
く
な
る
時
が
来
る
と
い
わ
れ
て
い

る
現
状
で
は
、

一
人
一
人
が
健
康
に
気

を
つ
け
、
病
気
に
な

っ
た
時
は
、
皆
で

そ
の
人
を
支
え
る
体
制
が
出
来
る
と
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
社
会
全
体
が

そ
れ
を
肝
に
銘
じ
て
、
お
互
い
が
お
互

い
を
支
え
あ
う
社
会
が
出
来
る
と
き
、

壬

命
令

t
t・究

(
)
内
は
保
護
者

⑨
西
条
一
区

マ
大
塚
愛
里
(輝
雄
)

⑨
西
条
二
区
マ
内
藤
貴
大
(
勝
則
)

マ
望
月
鉄
馬
(
正
仁
)

マ
小
山
慶
典

(美
人
)

⑨
清
水
新
居
マ
河
西
勇

樹
(茂
樹
)

⑨
西
条
新
田
マ
臼
井

洋
人
(
稔
)

⑨
築
地
新
居
マ
三
井

琢
矢
(
勝
広
)

マ
飯
島
寿
満
(秀
二
)

⑨
飯
喰
マ
志
村
舞
衣
(由
幸
)
マ

加
賀
美
浩
(
努
)
⑨
河
西

マ
土
橋

廉
(光
二

)

マ
池
田
有
沙
(高
市
)

⑨
上
河
東
二
区

マ
金
子
真
希
(伸
史
)

働
く
者
も
、
病
気
に
な
っ
た
者
も
、
安

心
し
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

と
き
こ
そ
「
看
護
の
心
」
が
す
べ
て
の

人
の
意
識
の
中
に
根
づ
い
た
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
初

め
て
人
の
生
死
に
か
か
わ
る
仕
事
を
3

K
と
か

6
K
と
か
言
わ
な
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
画
財
団
法
人

里
仁
会

宇

• 
司伊

平
成
三
年
十
一
月
一
日
j
十
一
月

三
十
日
ま
で
の
届
出
(
叡
都
路
)

⑨ 

‘' ーヂ

ιー

結

婚

・

⑨
西
条
一
区

マ
向
山
利
仁
・

渡
辺

き
お
り

マ
佐
久
間
勇
治
・
相
津
典

子

マ
田
中
泉
・
五
味
史
江
⑨
西

条
二
区

マ
岡
本
賢
司
・
秋
山
恵
美

子

⑨
清
水
新
居
マ
小
田
切
竜
二

・
小
林
え
り
子
⑨
押
越

マ
海
野

司
・
森
本
恵
子

⑨
河
東
中
島

マ

山
下
正
彦

・
望
月
玲
子
⑨
河
西

マ
橘
田
正
幸

・
朝
日
美
由
起

マ
松

七
五
三
宝
・
穂
坂
あ
さ
み
⑨
上
河

東

マ
野
口
勝
美

・
重
野
成
美

マ

小
田
切
進
一
・
土
屋
純
子

平成4.1.1広報しようわ



~~~~ 
事
件
を
警
察
に
知
ら
せ
る
方
法
の
一

つ
に
、
「
一
一

O
番
」
通
報
が
あ
り
ま

す
。
い
つ
で
も
す
ば
や
く
通
報
で
き
る

よ
う
、
何
を
ど
の
よ
う
に
話
せ
ば
よ
い

の
か
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

1月10日は

110番の日

た
すめ

ーあばら
ーなやわ
O たく す
番の

①

何

が

あ

っ

た

の

か

け

ん

か

、

交

通
事
故
、
強
盗
な
ど

②
い
つ
、
ど
こ
で
:
・
発
生
時
刻
、
場

所
、
目
標
物
な
ど

③
犯
人
は
:
・
人
数
、
人
相
、
着
て
い

た
も
の
、
特
徴
な
ど

④
逃
げ
た
方
向
は
・
:
駅
、

O
O通
り
、

方
向
な
ど

⑤
何
で
逃
走
し
た
か
・
:
徒
歩
、
自
転

車
、
バ
イ
ク
な
ど

⑥
あ
な
た
の
名
前
、
現
在
地

西
条
駐
在
所
(
宮
花

2
0
5
5
)

ト
品
川
，

わ
た
し
た
ち
の
老
後
に
お
け
る
健
康

の
保
持
や
、
適
切
な
医
療
の
確
保
を
目

的
と
し
た
老
人
健
康
法
が

一
部
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

O
外
来
の
各
医
療
機
関
ご
と
に
月
の
最

初
の
受
診
日
に
支
払
う
方
式
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

O
低
所
得
者
の
入
院
時
一
部
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
一
日
三
百

円

(
二
ヵ
月
限
度
、
そ
の
後
無
料
)

で
す
。

O
平
成
七
年
四
月
か
ら
は
、
消
費
者
物

価
の
変
動
率
に
応
じ
て
一
部
負
担
金

が
変
わ
り
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

お
年
寄
り
が

医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
一
部
負
担
金
ガ

変
わ
り
ま
す

-
度

5
年

成

6

平
年

一
度

4
日
有RM守

成
い
武

平
け
明

年

ま

引

九
末
新

刊日

月
。

平
日
で

;|811F戸吹町1%円

入 1400円 1600円 1700円

院 1 /日 1 /日 1 /日

町

で

は

町

の

手
話
サ
ー
ク
ル
「
は

た
る
会
」
の
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
に
よ

り
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た
基
礎
的
な

手
話
法
の
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

ろ
う
あ
者
の
よ
き
理
解
者
と
し
て、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
た
ず
さ
わ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

手
話
を
学
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

0

・
日
時
一
月
十
四
日

1
三
月
二
十
四

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、
計
十
回

(
祝
日
を
除
く
)

午
後
七
時
三
十
分

1
九
時
三
十
分

・
場
所
昭
和
町
総
合
会
館

-

受

講

料

無

料

・
ぉ
申
込
み
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

(
宮
内

|
2
1
1
1
)
ま
で

手
話
講
習
会
開
催

要
請
書
事
集

恩
給
年
金
、

一
時
金
及
び
特
別
給
付

金
、
ま
た
慰
労
品
な
ど
の
請
求
権
の
有

無
並
び
に
請
求
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
一
月
二
十
八
日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分

1
三
時
ま
で

場
所
櫛
形
町
立
中
央
公
民
館

相
談
員
県
厚
生
部
長
寿
社
会
諜
援
護

及
び
恩
給
担
当

※
旧
軍
隊
に
関
す
る
証
拠
書
類
を
所
有

し
て
い
る
方
は
、
当
日
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

平安委 旧
雲雀 軍

憲小
が給 喜
開関 雰
千崖イ系 び、
さの 津
れ巡 祭
ま目 玉
す相 々

圭炎 へ

外
気
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以
下
に

な
る
と
水
道
管
は
凍
結
し
て
し
ま
い
ま

す
。
布
き
れ
や
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
を
巻

い
て
防
寒
対
策
を
施
し
、
翌
朝
冷
込
み

が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
は
お
休
み
前
に

不
凍
栓
で
水
抜
き
を
す
る
か
、
少
し
水

を
出
し
て
お
く
な
ど
し
て
水
道
管
を
凍

結
や
破
裂
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
/

水
道
管
の
凍
結
に

ご

用

仙

f
・

冬
の
道
路
漏
水
は
凍
結
す
る
と
非
常

に
危
険
で
す
。
水
道
局
で
は
寒
波
期
間

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

が
、
路
上
に
水
が
吹
き
出
し
た
り
、
し

み
出
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た
方
は
、

お
手
数
で
も
水
道
局
ま
で
可
二
報
下
さ

い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

間
合
先
甲
府
水
道
局
企
お

1
3
3
4
1
4・

道
路
漏
水
を

発
見
し
た
ら
f
・

[ZTfZ] 
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==11月分--

件数 |負傷 |死者|
物損49件 | 人| 人

(+ 10) 1 川

T|?F|(J|)|(0) 
( )内は、前月比

(西条駐在所調べ)

-
融
資
を
ご
利
用
で
き
る
勤
労
者

財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る
方

-
融
資
の
対
象

勤
労
者
ご
本
人
ま
た
は
御
親
族
が

高
等
学
校
等
に
進
学
・
在
学
の
場
合

・
融
資
金
額

財
形
貯
蓄
残
高
の
五
倍
以
内
で
限
度

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、

十
万
円
以
上
と
し
ま
す
。

-
進
学
資
金
三
百
万
円
(
入
学
時
)

・
修
学
資
金
百
五
十
万
円
(
在
学
中
)

詳
し
く
は
、
山
梨
雇
用
促
進
セ
ン
タ

ー
(
包

3
2
1
1
1
5
4
)
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
出
初
式
が、

一
月
五
日
午
前
九

時
か
ら
押
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
す
。
一
般
の
み
な
さ
ん
も
多
数

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

区

消
防
出
初
式
は

勾
珍

一
月
五
日
で
す

財尾
形 窪
教 筆
青 書

ご融 思
案資 ら

の
内

友
人
が
海
外
旅
行
へ
行
っ
て
驚
い
て
帰

っ
て
来
，
手
品
し
た
。
ベ
ン
チ
で
ち
ょ
っ
と

カ
メ
ラ
を
手
か
ら
離
し
て
話
を
し
て
い

た
ら
、
も
う
そ
の
カ
メ
ラ
が
無
く
な
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く

た
め
に
は
、
警
察
、
消
防
と
か
、
道
路
、

八
ム
固
な
ど
私
た
ち
個
人
て
は
ま
か
な
う

こ
と
の
で
き
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
公

共
施
設
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
納
め
る
税
金
は
、
社
会
共

通
の
費
用
を
ま
か
な
う
会
費
で
す
。

正
し
い
申
告
と
納
税
で
明
る
い
社
会
を
。

申
告
は

2
月
げ
日

1
3月
刊
日
で
す
。

忘
れ
ず
に
/

確
定
申
告
が

始
ま
り
ま
す
/

広報しようわ 平成4.1，1 ⑬ 



り保健衛生だよ

査差合
ロジ康健児手し

1月30日(木)

午後 1時-1時30分
総合会館

平成元年10月 1日~平成 2年 1月31日までの出生

児。

母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている

コップと歯ブラシ。

実施日

受付時間

場所

該当児

場所

土♀寺
ihι、

合

児

平成 3年 6月

出生児。

当該受付時間及び地区

午後 1時00分-1時30分
(常永地区)

午後2時00分-2時30分
(西条地区)

午後3時00分-3時30分
(押原地区)

1月10日
(金)

実施日

持ち物会平成 3年 9月

出生児。 査官

量分
D~ 検科外好ラ穀

Z兜事し

1月29日(水)

午後 1時-1時30分

総合会館

平成 3年 9月1日 ~平成 3年10月31日までの出生
I日
jし。

母子子帳

実施日

受付時間

場所

該当児

場所

1月14日
(火)

立公
ib己、

β、
口

会

平成 2年12月

出生児。

平成 3年 3月

出生児

児当該受付時間及び地区

午後 1時00分-1時30分
(常永地区)

午後 l時30分-2時00分
(西条地区)

午後 E時00分-2時30分
(押原地区)

実施日

官官

1月23日(木)

午後 1時-1時30分
総合会館前

昭和63年11月 1日~昭和63年12月31日までの出生

児、及び前回未受診児。

母子子lt長・ 3歳児健康診査票 ・食べものについて

の質問票。

※尿検査がありますのでご承知おきください。

西条新田西条一区西条二区清水新居

押越河東中島紙漉阿原

築地新居 飯喰河西 上河東
実施日

受付時間

場所

該当児

上河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・ 筆記用具・ パス タオノレ

※受付時間の地区害1]は、待ち時聞を少なくするためですので

ご承知ください。

持ち物

母子手帳受付及び一般健康相談臼

飼えなくなった犬猫収集日

午前10時50分-10時55分日 時 1月9日附・ 31回世

場 所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっ しょに L、てくださ L、。また、

猫の場合は必ず麻袋な Eの丈夫な袋に入れてヒモで しっか

り封をしてください。

1月8日(水)・ 18日(土)・ 27日(月)

午前9時-11時30分

場所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答 えしてい

ますので、お気軽にお出かけください。

日寺日

母
子
愛
育
会
主
催
に
よ
る

「
第
十
八
回
昭
和
町
健
康
ま

つ
り
」
が
一
月
二
十
六
日
目

仁
、
総
合
会
館
で
午
前
九
時

か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

無
料
検
診
コ
ー
ナ
ー
(
成

人
病
・
甲
状
腺
・
乳
ガ
ン
・

歯
科
検
診
)
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
祭
り
に
参
加
し
て
、
自

分
の
健
康
度
を
調
べ
、
健
康

づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ

⑪ 

|

|
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

未
受
診
者
へ
お
知
ら
せ

|

|

第

三

次

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

を
行
い
ま
す

町
で
は
、
昨
年
七
月

一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
及
び
十
月
七
、
八
日
に
、

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
ま
だ
約

一
千

七
百
名
の
方
々
が
未
受
診
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
、
新
し
い
感
染
者
が
発
見
さ
れ
る
恐
ろ
し
い
結
核
。
昭
和
町

で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
核
は
伝
染
病
で
、
結
核
予
防
法
に
よ
り

十
五
歳
以
上
の
方
は
、
年
一
回
必
ず
検
診
を
受
け
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

検
診
受
診
の
報
告
の
な
い
方
は
、
受
診
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
ず

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

大
検
診
日
平
成
四
年
一
月
十
七
日
(
金
)

育
実
施
場
所
総
合
会
館

ム
M

お
問
合
せ
役
場
健
康
福
祉
課

(
2
7
5
2
4
1
4
1
4
1
)

ま
で

明るい町づくりは

健康から~
第四回

昭和町

健康まつο開催グ

平成4.1.1広報しようわ
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1月26日は
u文化財防火デ¥¥です

あなたの家の近くには、数多く '，' 

の文化財があります。先祖が残し ~宴 JP 
てくれた私たちの財産。一人ひと |⑧F¥  
りが火災予防を心掛け、文化財を 寸ア持/ミL
火災から守り、後世!こ残しましょう。 I'<~J~(γ己

Monday 月Sunday 日

11百
鏡開・蔵開

10委
110番の日

9仏滅8~ 7奇
七草

6露
小寒

5告

消防出初式 |総合会館温泉開始 |図書館開館リハビリ教室・母子手帳 |飼えなくなった犬猫 |乳児健康診査 |結婚相談

(押原中校庭)1 交付及び一般健康相談 |の収集日 総合会館)1 (総合会館午後1時
中 央公民館日 (総合会館 -3時)
総 合会館行政相談 役場閉庁

業務開始 I(中央公民館午後 l時-)

心配ごと相談

(総合会館午後 l時-)

15絵 116委
:回成人の日 |やぶ入り

....7 ~ 図書館休館日 !乳児健康診査 |総合会館温泉定休日 |寝たきり老人入浴|安産教室 |リハビリ教室
fγa四Il. 1 総合会館)I図書館休館臼 |サービス(総合会館) 1第 3次結核レン ト|母子手11.辰交付及び

手話講習会 l成人式 ゲン検診 |一般健康相談日

(P 10参照)1 (総合会館午前10時-)1 総合会館)1 総合会館)

子どもアニメ映画会
(図書館)

18語
土用

17百14~ 13奇12議

25百
間
日

週
初

食
~

八
一口

/
・1

，卒中ム父
4
P
1
 

先
勝
学

8
4
国

q
L
全

23百
ふみの日

22委21強20~ 
大寒

19者

総合会館温泉定件白-r図書館-休詰-白 ------ rk~会自転-量一ー一一一一|瓦的自訣 r3云見返話会全一一安一産一教室一一一一一一ー「役場開性
(中央公民館)I(中央公民館午後 l時-)1 総合会館)I 総合会館)

手話講習会 i心配ごと相談

(総合会館午後 l時-)

26~ 
文化財防火デ一
国体冬季大会

( -29日)

第18回 |図書館休館日 |手話講習会 |心配ごと相談 I 2才鬼歯科検診 |飼えなくなった犬猫

昭和町健康まつり|母子手帳交付及び ~Cこ〉亘 1 (総合会館午後 l時-)1 総合会館)1の収集日

(総合会館)1一般健康相談日 I t-J rγ ~ I 礼児整形外科検診 | 寝たきり老人入浴 | 図書館休館日
親子スキー教室 総合会館)I 織評ヤ〆三弐i 総合会館)Iサーピス

31奇30露29百28委27論

※今月は、 1月 6日(月)から平常 どおりゴミの

収集業務を開始 します。なお、 空カン・ガ

ラスなどの燃えない物の収集日 が、変更に

なっていますのでご注意く ださい。

※収集日が祝日の場合は、収集業務はし、た し

ませんので次回の収集日をご利用ください。

※今年も清潔で住みよい町づくりにご協力〈

ださい。

広報しようわ
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1月のこよみ白白
Tuesday I水 W巴dn巴sdayI木 Thursday

|jAlt奇

⑫ 平成4.1.I 

6日・ 9日・ 13日・ 16日
20日・ 23日・ 27日・ 30日

22日

区


